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村のようす

(54年2月 1日現在〉

「
ふ
る
さ
と
発
見
」

各
地
に
豪
族
が
群
雄
割
拠
し
戦
乱
が
絶

え
な
か
っ
た
中
世
封
建
時
代
、
こ
れ
ら
豪

族
等
の
造
築
し
た
城
館
は
多
い
。

本
村
竜
崎
の
臥
龍
域
も
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
。臥

龍
域
は
別
の
名
を
小
貫
の
城
と
も
い

う

こ
の
城
が
何
時
頃
、
誰
の
手
に
よ
っ
て

造
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
竜
崎

区
所
有
の
銅
板
に
は
次
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
ん

『
当
竜
崎
村
、
背
後
、
坤
(
西
南
の
方

い
に
し
い

角
)
の
辺
り
に
遺
跡
あ
り
、
古
、
臥
龍

城
と
称
す
。
正
和
の
頃
(
二
ニ
二
一

i

き
い
の
か
み

一
一
一
二
七
)
城
主
須
田
紀
伊
守
他
に
移

封
せ
し
を
以
っ
て
辺
国
(
竜
崎
と
田
中

A 

跡

臥

龍

掠

(
大
字
竜
崎
字
松
ケ
作
)

~
た
ん
ご
の
か
み

の
境
あ
た
り
)
の
城
主
小
林
丹
後
守
こ

れ
に
代
り
子
孫
相
継
ぐ
、
そ
の
後
小
林

た
じ
ま
の
か
み

但
馬
守
に
至
り
、
故
あ
り
て
家
臣
と
共

に
此
処
に
帰
農
す
』

須
田
紀
伊
守
は
須
賀
川
、

家
臣
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
、

二
階
堂
家
の

こ
の
時
代

の
竜
崎
は
二
階
堂
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た

と
思
は
れ
る
。

天
正
十
七
年
十
月
、
二
階
堂
氏
は
伊
達

政
宗
に
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
臥
龍
城
も
廃
撞
と

化
し
武
士
た
ち
は
、
万
を
す
て
て
農
民
と

な
っ
た
。
現
在
、
小
林
、
上
野
、
仁
井

田
、
橋
本
、
阿
部
、
石
井
、
鈴
木
等
の
姓

を
有
す
る
も
の
は
総
て
そ
の
子
孫
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(
上
野
鶴
雄
氏
調
査
に
よ
る
)
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新
学
期
赤
近
づ
き
ま
し
た
。
新
し
く
入
学
士一
。
お
宗
為
市
左
，U
A

掃
~あ

の
一之
家
寵
だ
一一井
)
喜
ぴ
に
満
ち
た
期
待
感
ぞ
い
ぜ
ば
一い
の
一ム
左
ふ
患
い

一

ま
す
。

三口
令
年
は
、

一国
際
児
童
年
で
す
。
豊
か
な
心
と
一丈
夫
な
体
を
も

J

っ
た
子

一

供
に
育
つ
疋
ほ
ー
し
ト
却
と
思
い
ま
す
。

な
お
該
当
児
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
永
年
四
月

点

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
で
、
男
五
十
八
名
女
五
十
二
名
の
合
せ
て

百
十
名
で
す
。
去
年
よ
り
九
名
多
く
な
り
ま
し
た
ι

該
当
児
童
は
次
の
左
お
り
で
す
。

た ，まかわ広報

辺所

企

新
入
児
童
の
健
康
診
断

三須田前岡味矢矢吉鈴
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喜
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一
小
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五
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レ
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添
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吹
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千

春
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明

美

小

林

賢

二

小

林

英

夫

森

太

助

渡

辺

真

司

須
釜
小
ハ
三
十
八
名
)

南
須
釜

大

木

伸

一

塩
、一

沢

み

よ

予

飯

島
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枝

小

原

ミ

エ

子

小

原

久

典
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谷
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行
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根

和
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仁
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美

代
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富

美

夫

大

和

田

ま

ゆ

み

勝

利

塩

沢

し

の

ぶ

良

清

有

賀

彰

彦

秀

夫

須

釜

吉

彦

貞

幸

有

賀

カ

ツ

子

嘉

:
栄

大

和

田

広

美

茂

広

中
四
辻
分
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三

新四

国辻
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)

塩
i

宙

博

須

田
石

井

宰

征
二
郎
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孝

子雄

男光
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百
円
引
千
本

C
U
H
I
E
-
-〈
合

赤

4
C
I
V

ー
三
月
十
五
日
ま
で

1

所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
は
三
月
十

五
日
で
す
が
、
も
う
お
す
み
で
し
ょ
う

か
。
期
間
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
お
す
ま
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
書
き
方
や
計
算
方
法
な
ど

で
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
や
税
務
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を

し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
、
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な

ど
も
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

た
り
ま
ず
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
計
算
を
す
る
と
き
に
は
、

い
ろ
い
ろ
の
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す

カ①
雑
損
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
被

害
を
受
け
た
住
宅
や
家
財
の
撰
害
額

の
明
細
書

③
医
療
費
控
除
に
は
、
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
証

③
住
宅
取
得
控
除
に
は

イ
、
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し

て
登
記
簿
謄
本

ハ
、
住
民
票
の
写
し
、
な
ど
確
定
申

告
の
際
に
、
添
対
七
、
た
り
提
示
し

た
り
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。
J

ま
た
、
所
得
税
の
便
利
な
納
付
方

法
と
し
て
、
接
替
納
税
制
度
が
あ
'

り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

退職金と税金
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
む
ら
い
つ
か
は

「
退
職
」
の
自
が
や
っ
て
き
ま

す。
そ
の
と
き
手
に
す
る
の
が
退
職

金
で
す
が
、
そ
の
退
職
金
の
支
給

を
受
け
る
と
き
に
は
所
得
税
と
住

民
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労
の

対
価
で
あ
り
、
退
職
後
の
生
活
の

た
め
に
も
大
切
な
も
の
で
す
か
ら

他
の
所
得
と
分
離
し
て
課
税
さ
れ

る
な
ど
、
軽
い
負
担
で
す
む
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

A

退
職
所
得
の
計
算
V

〈
悩
薄
除
δ
強

l
山
陶
謬
潔
議
静
一
野
〉

×
ぶ
1
悩
謬
潔
お

こ
の
退
職
所
得
に
a

所
得
税
の
税

率
を
か
け
た
も
の
が
所
得
税
額
、

住
民
税
の
税
率
を
か
げ
た
も
p

の
が

住
民
税
額
ど
た
り
ま
す
ん0
1

A

退
職
所
得
控
除
額
V

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数
に
応
じ

一、

勤
続
年
数
が
二
十
年
以
下
の
と

長
C

、
勤
続
年
数
×
二
十
五
万
円

二
、
勤
続
年
数
が
二
十
年
を
超
え
る

》」、会」、
(
器
器
付
簿
l
N
O
令
〉
×
印
O
V

叫
+

叩

C
C
M
同
苫

退
職
所
得
の
計
算
な
ど
で
わ
か
ら

な
い
と
き
は
、

最
寄
り
の
税
務
署

地方交付税

いや
。税

Z完
相
吾，k
uぺ

室

お
た
イ〉

ね
下
さ

暮らしの中の自治用語

こ
こ
数
年
、
国
の
予
算
編
成
期
に
な

る
と
、
地
方
交
付
税
が
地
方
財
政
対
策

の
最
大
の
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
地
方
税
と
な
ら
ぶ

地
方
団
体
の
一
般
財
源
の
柱
で
す
。

と
こ
ろ
で
わ
が
患
の
場
合
、
地
方
税

収
入
は
地
域
に
よ
り
著
し
く
偏
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
す
ベ
で
の
地
方
団
体

が
二
)
此
の
行
政
水
準
を
確
保
し
で
行
く

た
め
に
は
、
こ
の
地
域
間
の
財
源
の
偏

在
を
-
調
整
す
る
と
と
も
に
、
地
方
団
体

に
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
、
地
方
交
付
税
は
こ
の
機
能
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
制
度
は
、
国
と
地
方
の

財
源
配
分
の
一
環
と
し
て
、
国
税
一
ニ
税

(
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
〉
の
一
定

割
合
を
地
方
に
配
分
す
る
も
の
で
す
。

現
在
の
配
分
率
は
三
二
%
で
す
が
、

昭
和
五
十
年
度
以
降
は
地
方
財
政
の
悪

化
に
よ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、

臨
時
的
に
そ
の
原
資
を
国
庫
か
ら
借
り

入
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
地
方
交
付
税
の
総
額
は
約

七
兆
円
(
歳
入
の
二
一
ガ
〉
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
収
入
と
財
政
需
要
の
状
況

に
応
じ
で
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
一
部

の
富
裕
団
体
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

アノレコーノレと肝臓

【一口医学〕
ぶ
ど
う
酒
王
菌
・
フ
ラ
ン
ス
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
費
量
と
肝
硬
変
に
よ
る

死
亡
率
は
と
も
に
世
界
一
で
す
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
酒
類
が
統

制
を
受
け
て
、
年
間
消
費
量
が
戦
前

の
十
分
の
一
に
減
っ
た
期
間
中
、
肝

硬
変
死
亡
者
も
激
減
し
た
の
は
有
名

な
話
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い
人
で
も

肝
硬
変
に
か
か
り
ま
す
か
ら
、
ア
ル

コ
ー
ル
ば
か
り
を
悪
者
に
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
常
用
し
て
い
る
と
、
肝
臓
の
細
胞

に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
き
て
(
脂
肪

肝
)
長
い
年
月
の
う
ち
に
細
胞
が
変

性
、
肝
硬
変
に
移
る
こ
と
は
た
し
か

で
す
。こ

れ
を
防
ぐ
に
は
、
酒
を
飲
み
す

ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
同
時

に
サ
カ
ナ
を
大
い
に
食
べ
る
こ
と
。

特
に
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
す
る
と
肝

臓
に
脂
肪
、が
た
ま
り
や
す
く
な
る
の

で
、
飲
む
時
は
肉
や
魚
な
ど
タ
ン
パ

ク
質
の
豊
富
な
も
の
を
十
分
食
べ
る

こ
と
で
す
。
ミ
ソ
を
な
め
な
が
ら
マ

ス
酒
を
あ
お
る
と
い
っ
た
飲
み
方

は
、
肝
臓
に
は
H

自
殺
行
為
n
で
あ

る
こ
之
を
肝
に
銘
じ
て
く
だ
さ
い
。
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次
の
世
代
を
背
負
っ
て
立
つ
少
年
少

女
が
、
あ
る

E
、
告
ら
の
手
で
舎
を
断

つ
1
1
1子
供
の
自
殺
ほ
ど
、
私
た
ち
大

人
に
と
っ
て
胞
を
突
か
れ
る
衝
撃
は
あ

り
ま
せ
ん
。

最
近
の
傾
向
は
、
性
格
的
に
も
明
る

く
、
何
不
自
由
な
く
育
て
ら
れ
、
と
て

も
自
殺
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
、
い
わ
ゆ

る
普
通
の
子
棋
の
自
殺
が
ふ
え
て
い
ま

す。
昨
年
一
月

i
六
月
の
簡
に
、
全
国
で

四
五
三
人
の
少
年
、
少
女
が
自
殺
し
て

い
ま
す
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
に
死
に
急
ぐ

の
か

i
l子
供
の
自
殺
に
つ
い
て
考
え

て
見
ま
し
な
。

盟際児童年

ー
女
の
子
!
の
日
い
十
仁
九
一
九
一
い

に一一一一じ自殺がー増える一一一が

少
年
の
自
殺
i
i
iあ
る
少
年
は
予
告

し
、
あ
る
少
女
は
快
活
に
ふ
る
ま
い
、

あ
る
少
年
は
ほ
ん
の
小
さ
な
失
敗
に
悩

ん
で
い
た
ー
ー
そ
の
ど
れ
で
も
、
大
人

の
自
か
ら
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
死
と
直

結
す
る
動
機
と
は
い
い
難
く
、
理
解
の

手
が
か
り
さ
え
も
見
え
出
し
え
な
い
場

合
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

大
人
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
少
年

た
ち
は
な
ぜ
死
を
選
ん
だ
の
か
、

昨
年
の
上
半
期
ハ
一
月
J
六
月
〉
に

発
生
し
た
少
年
(
十
九
歳
未
満
〉
の
自

殺
に
つ
い
て
、
性
別
、
動
機
な
.
と
、
そ

の
背
景
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、
次
の

通
り
で
す
。

(
総
数
〉
四
百
五
十
三
人
。
昭
和
五
十

二
年
の
上
半
期
に
比
べ
て
三
十
二

人
、
七
・
六
%
ふ
え
て
い
ま
す
。

(
性
別
)
男
の
子
が
二
百
九
十
八
人
、

六
六
%
、
女
の
子
は
百
五
十
五
人
、

三
四
形
。
五
十
ニ
年
の
上
半
期
に
比

べ
る
と
、
男
の
子
の
九
人
増
に
対

し
、
女
の
子
は
二
十
三
人
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
学
年
別
〉
小
学
校
か
ら
大
学
生
ま

で
の
ニ
百
十
九
人
の
う
ち
、
一
番
多

い
の
は
高
校
生
の
百
四
十
六
人
で
全

体
の
六
七
労
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
中
学
生
の
一
八
%
台
一
一
十
九

人
〉
で
、
中
・
高
生
合
わ
せ
て
八
五

%
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生

は
四
人
、
大
学
生
は
一
二
十
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

(
原
因
、
動
機
別
)
ト
ッ
プ
ほ
、
学
校

で
の
問
題
で
約
三
割
、
次
い
で
男
女

関
係
の
一
六
%
、
病
気
の
一
一
%
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
。

。
ム一
A集究

石

川

地

方

婦

人

会

連

絡

研
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
コ

。
ミ
ニ
ュ
テ
イ
」
寺
つ
く
り
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ア
」
活
動
を
進
め
る
研
究

集
会
は
、
こ
の
ほ
ど
石
川
町
中
央
公
民

館
に
、
石
川
地
方
の
公
民
館
、
区
長

会
、
老
人
会
、
青
年
会
、
農
協
婦
人

部
、
交
通
安
全
母
の
会
、
婦
人
会
、
社

会
教
育
委
員
会
の
代
表
二
百
名
が
参
集

し
、
石
川
地
方
の
婦
人
団
体
が
当
面
し

て
居
る
最
も
身
近
か
な
問
題
で
あ
る
、

青
少
年
の
建
全
育
成
に
つ
い
て
と
、
冠

婚
葬
祭
の
簡
素
化
を
テ
i
マ
と
し
た
研

究
集
会
が
開
ら
か
れ
ま
し
た
。

共
通
し
た
テ
i

マ
を
四
つ
の
分
科
会

で
討
議
し
て
、
全
体
会
議
に
各
科
の
代

表
が
発
表
し
て
熱
心
に
討
論
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

人
午
後
は
地
域
に
即
応
し
た
実
践
活
動

を
継
続
的
に
行
な
い
、
非
行
青
少
年
の

防
止
と
、
派
手
に
な
り
き
っ
た
冠
婚
葬

祭
に
密
止
め
を
か
け
る
運
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
手
始
め
と
し
て
、
結
婚
式
に
使

う
高
価
な
「
の
し
袋
」
を
や
め
、
普
通

の
も
の
を
使
う
運
動
を
強
方
に
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
地
方
婦
人
会
連
絡
協
議
会

み
な
さ
ん
、
派
手
な
高
価
な

「
の
し
袋
」
を
や
め
ま
し
ょ
う
グ

成:?:)11 
会~~~::辺
旗:子
で・3:と
き:えも
る:~;~:育
@タ与 4L

こ
の
ほ
ど
川
辺
子
ど
も
育
成
会
旗
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
旗
の
下
に
健
全
な

子
ど
も
の
育
成
事
業
に
務
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
寒
さ
が
ど
ん
な
に
厳
じ
か
っ
た

一

と

し

て

も

一
冬
か
ら
夏
へ
と
移
行
し
て
し
ま

一

う

ほ

ど

一
季
節
は
冷
酷
で
は
な
い
の
だ
と

一
静
か
に
語
り
か
け
る

一
水
仙
の
花
の
言
葉
を

一
心
を
澄
ま
し

一
素
直
に
な
っ
て
聴
く
こ
と
だ

一
わ
ず
か
な
風
の
そ
よ
ぎ
に
も

一
逆
ら
う
こ
と
の
な
い

一
水
仙
の
花
の
真
の
強
さ
は

一
再
び
咲
く
生
命
の
た
め
に

一
散
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

園
小
さ
な
芽
を
地
上
に
現
わ
す

一
以
前
か
ら

一
知
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
だ

一
た
と
え
ば

由
人
の
心
の
憎
し
み
と
い
う

一
醜
い
も
の
に
触
れ
た
と
し
て
も

一
小
さ
な
自
分
自
身
を

一
見
失
わ
ず
に
生
き
る
こ
と
だ

(詩;春
JII 

辺

多十

市
中，d

l
 

季
節
ご
と
に

や
さ
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

一
輸
の
花
が
あ
る
か
ぎ
り

前
だ
け
を
向
い
て

生
き
る
こ
と
だ
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保
険
料
は
州

M

一一一、三
O
O円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年
の
四

月
か
ら
一
カ
月
に
つ
き
三
、
三

O
O円

に
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が
ふ

え
続
け
て
い
く
の
と
、
物
価
上
昇
に
歩

調
を
合
わ
せ
て
年
金
額
が
毎
年
増
額
す

る
の
で
、
国
の
負
担
金
も
多
く
し
ま
す

相54年 3月 1日

:正-余才娯名妻色主奨!勝誇，よと伝史免定;.~企イ会企&ωh主包ν~~境さ主きみ恥恥~:3.~孜涜;ミ子辺:3.~::.:辺弘お.;計計広j己正伝ぶぷ日.，.三み:.:.:~~涜涜':.:~~舟完"予湾湾:之芯芯1芯芯5さ;

:温菌;誌蒔挙釜渓諭災挺;言: 
し
、
保
険
料
も
改
め
る
わ
け
で
す
。

皆
さ
ま
の
負
担
も
重
く
な
り
ま
す

が
、
よ
り
良
い
年
金
を
受
け
取
る
た

め
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
付
加
保
険
料

額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
、
月
額

四

O
O円
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
途
中
で
や
め
た

ら
、
必
ず
国
島
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
寸
今
ま

で
加
入
し
て
い

K
厚
生
年
金
な
ど
と
ーつ

な
が
り
、
将
来
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期

間
に
応
じ
た
通
算
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
"万
ま
す
。

こ
の
加
入
期
間
は
〉

二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
た
ら
、
す
ぐ

役
場
住
民
課
に
出
向
い
て
、
相
談
の

バ

ム
、
加
入
の
手
続
き
を
進
め
て
下
さ

い
。
そ
の
と
き
、
奥
さ
ん
が
ま
だ
国
民

年
金
に
加
入
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
ご
一

緒
に
手
続
き
し
て
下
さ
い
。

お年
早賀
'<_c，ハ
お~ガ
受:キ
取の
り お
下年
さ玉
い{ま

お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
当
せ
ん

番
号
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

郵
便
局
の
窓
口
で
お
早
く
お
受
取
り

下
さ
い
。

あ
て
名
が
不
完
全
で
、
せ
一っ
か
く
出

し
た
お
便
り
が
受
取
人
に
配
達
さ
れ
ず

に
、
差
出
人
に
も
ど
さ
れ
る
郵
便
物
が

毎
日
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

一あ
て
名
は

郵
便
番
号
か
ら
町
名
字
番
地
肩
書
ま
で

く
わ
し
く
書
い
て
~出
し
ま
し
ょ
う
。

。
お
年
、玉
の
お
渡
し

昭
和
五
十
四
年
二
月
五
日
か
ら
八
月

四
日
ま
で

1"8873'28 
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3
月

6
日

妊
婦
検
診

西
部
地
区

母
子
セ

J

ン
]タ
l

'受
付
、
午
後
1
時

1
2
持

3
月

7
日
~
三
種
混
合
予
防
接
種

第

2
回

就

改

セ

γ
タ
1

午
後
1
時
叩
分
J

3
時

3
月

8
日
三
種
混
合
予
防
接
種

第

2
田

須

釜

公

民

館

午
後
1
時

ω分
J

2
時

ω

分

3
月
日
白
川
辺
地
区
特
対
事
業

川
辺
公
民
館

午
前

9
時
叩
一分

l

3
月

初

日

妊

婦

検

診

東

部

地

区

母
子
セ
ン
タ
ー

受
付
、
午
後

1
時
J
2
時

3
月
幻
日
須
釜
地
区
料
理
講
習
会

須
釜
公
民
館

午
前
9
時
初
分
J

3
月
幻
自
乳
幼
児
健
康
診
断

母
子
セ
ン
タ
ー

受
付
、
午
後
1
時

J
2
時

3
月
お
日
成
人
病
講
演
会

就
改
セ
ン
タ
ー
ハ
予
定
)

3
月
初
日
三
種
混
合
予
防
接
種

第

3
回

就

改

セ

ン

タ
ー

午
後
1
時
加
分
J
3時

3
月

初

日

三

種
混
合
予
防
接
種

第

3
回

須

釜

公

民

館

午
後
1
時
初
分
J
2
時
釦

分

前
記
以
外
の
予
定
事
業

1
歳

6
カ
月
児
検
診

中
旬
笑
施
予
定

2
歳

児

検

診

中

旬

実

施

予

定

次
4 4の
月 月 と
22 8お
日日う

変
務原 ?更
J!I外に

雀針守
」ノ ψ ソ

↓矢ま
矢内す
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3
R
公
民
舘
関
係
行
事
予
定
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日

5 
日

5 
日

体
育
指
導
員
会

3
時

玉
川
村
公
民
館
~

秋
の
叙
勲
候
補
者
推
せ

ι

V
T
R
初
級
技
術
講
習
会

9
時

石

川

中

央

公

民

館

高
令
者
学
級
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藷
式

婦
人
学
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講
式

月
末
統
計

31 24 8 
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月
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氏
名
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者
名

上

野
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史

高

秀
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井

敦

子

宇

一

吉

田

正

芳

美

喜

男

小

林

正

朋

功

久

保
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由

美

譲

我

妻

伸

一

一

夫

区

死
亡
者
氏
名

お

や

地
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一
月
分
の
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亡
届
書
か
ら
)
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